
ご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。
取扱説明書はなくさないように大切に保管し、いつでも手にとって見られる
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はじめに
このたびは、当社の製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
お使いになる前に「安全にお使いいただくために」（→P.4）をよくお読みの上、この取扱説明書を
ご覧になり各機能の正しい使い方を十分にご理解の上、末永くご愛用ください。
また本書は、読み終わったあとも、いつでもご覧になれるところに保管してください。
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安全にお使いいただくために
本書および本機で使われている表示や絵文字は、本機を安全に正しくお使いいただき、お使いになる方や
他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのものです。
その表示や意味は次のとおりです。

 警告 この表示を無視して誤った使い方をすると、人が死亡または重傷を負う危険が想定される内容●●
を示しています。

 注意 この表示を無視して誤った使い方をすると、人が傷害を負う危険が想定される内容および物的●●
損害のみの発生が想定される内容を示しています。

本書で使用している絵文字の意味は次のとおりです。

特定しない禁止事項 特定しない危険通告

分解してはいけません 感電の危険があります

水に濡らしてはいけません 火災の危険があります

特定しない義務行為 やけどの危険があります

電源プラグを抜いてください
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本製品を安全にお使いいただくために、以下のことがらを守ってください。

警告
一般家庭用電源AC100V の電源以外では、絶対に使用●●
しないでください。火災・感電・故障の原因となります。

以下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを●●
抜いてください。火災・感電・故障の原因となります。
ミシンのそばを離れるとき•	
ミシンを使用したあと•	
運転中に停電したとき•	
接触不良、断線などで正常に動作しないとき•	
雷が鳴りはじめたとき•	

注意
延長コードや分岐コンセントを使用した、たこ足配線は●●
しないでください。火災・感電の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。.●●
感電の原因となります。

電源プラグを抜くときはまず電源スイッチを切り、必ず●●
プラグの部分を持って抜いてください。電源コードを.
引っ張って抜くとコードが傷つき、火災・感電の原因と
なります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理●●
に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしない
でください。また、重い物を載せたり、加熱したりすると
電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源
コードまたは電源プラグが破損したときはミシンの使用
をやめて、お近くの販売店または「ミシン119 番」にご
連絡ください。
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注意
長期間ご使用にならないときは、必ず電源プラグをコン●●
セントから抜いてください。火災の原因となります。

直射日光の当たるところや、ストーブ、アイロンのそばな●●
ど温度の高いところでは使用しないでください。ミシン
の使用温度は0 ～ 40℃です。ミシン内部の温度が
上がったり、ミシン本体や電源コードの皮膜が溶け
て火災・感電の原因となります。

スプレー製品などをご使用の部屋では使用しないでくだ●●
さい。スプレーへの引火によるやけどや火災の原因とな
ります。

ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に●●
は置かないでください。バランスが崩れて倒れたり、落
下などしてケガをする原因となります。

ミシン本体の換気口をふさがないでください。換気口●●
は、必ず壁から30cm以上離してお使いください。また、
換気口やフットコントローラーに糸くずやほこりがたまら
ないようにしてください。火災の原因となります。

ミシン本体の上に花びんや水の入った容器を置くなど●●
して、ミシン本体に水をこぼさないでください。万一、内
部に水などが入った場合は、電源スイッチを切り、電源プ
ラグをコンセントから抜いて販売店または「ミシン119
番」にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の
原因となります。

換気口や内部に異物を入れたり、ドライバーなどを差し●●
込まないでください。高圧部に触れて感電のおそれがあ
ります。万一、異物が入った場合は、使用をやめてお近く
の販売店または「ミシン119 番」にご連絡ください。



7

注意
ミシン本体の重さは約7.5kgあります。ミシン本体を持●●
ち運びする際は急激、または不用意な動作をしないでく
ださい。腰や膝を痛める原因となります。

ミシン本体は、必ずハンドルを持って持ち運びをしてく●●
ださい。他の部分を持つとこわれたりすべって落とした
りして、ケガの原因となります。

ミシン本体には取扱説明書に記載されている正規の部●●
品を使用してください。他の部品を使用するとケガ・故障
の原因となります。

お客様ご自身での分解、修理および改造は行わないでく●●
ださい。火災・感電・ケガの原因となります。指定以外の
内部の点検・調整・掃除・修理は、お近くの販売店または
「ミシン119番」にご依頼ください。

取扱説明書に記載されている整備は、必ず電源プラグを●●
コンセントから抜いて行ってください。ケガ・感電の原因
となります。

ミシン操作中は、針の動きに十分ご注意ください。また、●●
針、プーリー、天びんなど、動いているすべての部品に
手を近づけないでください。ケガの原因となります。

縫製中、布地を無理に引っ張ったり、押したりしないでく●●
ださい。ケガ・針折れの原因となります。

針の下などに指を入れないでください。ケガをするおそ●●
れがあります。

上糸、下糸等に関する操作については、取扱説明書の指●●
示に従って正しく行ってください。取り扱いを誤ります
と、縫製中、糸がらみ等が発生し、針が折れたり、曲がっ
たりするおそれがあります。
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注意
曲がった針は絶対に使用しないでください。針折れの原●●
因となります。

万一、ミシン本体を落としたり、破損したり、故障したりし●●
た場合は、ただちに使用をやめてお近くの販売店または
「ミシン119番」にご連絡ください。そのまま使用する
と火災・感電の原因となります。

万一、煙が出ている、変な臭いがする、異常音がするな●●
どの状態のときはすぐに電源プラグをコンセントから抜
いて、お近くの販売店または「ミシン119番」にご連絡
ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となりま
す。お客様による修理は危険ですから絶対に行わないで
ください。

ミシン本体が入っていた袋は、お子様がかぶって遊ばな●●
いように、お子様の手の届かないところに保管するか廃
棄してください。かぶって遊ぶと窒息のおそれがありま
す。

お子様の玩具として使用しないでください。お子様がご●●
使用になるときや、お子様の近くでご使用になるときは、
お子様がケガをしないよう十分ご注意ください。

お願い

このミシンは日本国内向け、家庭用です。外国では使用できません。●●●
This sewing machine can not be used in a foreign country as designed for Japan.●
職業用としてご使用になった場合の保証はいたしかねますので、ご了承ください。
仕様および外観は品質改良のため、予告なく変更することがありますのでご了承ください。●●
本書の内容を許可なく無断で複製することは禁じられておりますので、ご了承ください。●●
本書の内容は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。●●
本書の内容について、万一不審な点や誤りなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。●●
本機をご使用になる方（お子様を含む）が、身体／知覚／精神的能力になんらかの障害を持つ場合、あるいは経験や●●
知識が十分でない場合には安全を保証できる責任者の監視の下でのみ本機を使用してください。
お子様が使用するときは、玩具として使用しないよう、十分な監視の下で使用してください。●●
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付属品を確認してください
箱をあけたら、まず以下の付属品が揃っているか確認してください。不足しているときや破損しているとき
は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

付属品

箱の中には以下のものが入っています。

本体・■■ ハードケース
ミシン本体です。ミシンを使用しないとき
は、ケースに入れて収納してください。

取扱説明書■■
本書です。大切に保管してください。

■■ 早見表
下糸の準備から上糸を通すまでの手順が確認
できます。

■■ 電源コード
家庭用電源コンセント（AC 100V）に接続し
ます。

■■ 保証書
ミシンを修理するときなどに必要です。大切に
保管してください。

■■ 糸こま押え
上糸をセットするときに使用します。糸こ
ま押えは、購入時にミシンの糸たて棒に 
セットされています。

■■ ドライバー
ミシン針を交換するときなどに使用します。

■■ ミシンブラシ
釜などの細かい部分のほこりを取り除くとき
に使用します。
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■■ 押え（5種）
ぬい方に合った押えが用意されています。押
えにはA・G・I・J・Rの記号が記されています。

ボタン穴かがり押え<A>□□

たち目かがり押え<G>□□

片押え<I>□□

ジグザグ押え<J>□□

購入時は、押えホルダーに取り付けられてい
ます。
□□ まつりぬい押え<R>

 

■■ リッパー
ぬい目をほどいたり、ボタン穴を切り開くと
きに使用します。

■■ ボビン
下糸を巻いて使用します。本機専用のものが
4個付属しています。そのうちの1個は、購入
時に釜にセットされています。

■■ ミシン針（HA×1）
4種類（計6本）の針が付属しています。糸の太
さや布地によって使い分けます。
詳細は「針の種類と使い分け」（→P.28）で説
明します。

黄　＃11（2本）
赤　＃14（2本）
緑　＃16（1本）
ニット用金　＃11（1本）

■■ 針板ふた
ボビンをセットするときに外します。針板ふた
が紛失したときのために、予備として2個付属
しています。購入時に本体にセットされている
ものを含めると、計3個になります。

■■ 付属品バック
押えなどの付属品を収納します。
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各部の名前とはたらき
ここでは、ミシンの各部の名前とはたらきを説明します。ミシンを使用する前に、よく読んで名前を覚えてお
きましょう。

前面

5 上ふた

3 糸たて棒

4 下糸巻き案内

6 下糸巻き装置

2 糸案内カバー

1 糸案内板

7 表示パネル

9 操作スイッチ

8 スピードコントロールレバー

A 糸切り

0 補助テーブル

B 糸調子ダイヤル

1	糸案内板／2糸案内カバー
上糸を通すときに糸をかけます。

3	糸たて棒
糸こまを差し込みます。

4	下糸巻き案内
下糸をボビンに巻くときに糸をかけます。

5	上ふた
このふたを開いて糸をセットします。

6	下糸巻き装置
下糸をボビンに巻くときに使用します。

7	表示パネル
ぬい方を選択します。（→P.14）

8	スピードコントロールレバー
ぬう速さを調節します。

9	操作スイッチ
ミシンをスタートさせたり、返しぬいをするとき
などに使用します。（→P.13）

0	補助テーブル
袖口などの筒ものをぬうときは、ドライバーなど
を使ってここを外します。（→P.67）

A	糸切り
ここに引っかけて糸を切ります。

糸調子ダイヤルB	

上糸調子を調節します。
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右側面・背面

1 ハンドル

2 プーリー

4 電源スイッチ

5 フットコントローラー
　  ジャック

3 換気口

6 電源コード

1	ハンドル
ミシンを移動するときは、ここを持って持ち上げ
ます。

2	プーリー
ぬい目を1針ずつ送ったり、針を上げ下げするとき
に手前に回します。

3	換気口
モーターの換気用の穴です。ミシンを設置すると
きは、ここをふさがないようにしてください。

4	電源スイッチ
電源を入れるスイッチです。

5	フットコントローラージャック
ここに別売のフットコントローラーの接続ジャッ
クを差し込みます。

6	電源コード
家庭用電源コンセント（AC100V）に接続しま
す。

針・押え部

1 ボタン穴かがりレバー 2 針棒糸かけ

6 押え

7 押えホルダー

5 送り歯

3 針板

4 針板ふた

1	ボタン穴かがりレバー
ボタン穴かがりをするときに使用します。

2	針棒糸かけ
上糸をかけます。

3	針板
まっすぐにぬうための目盛りが付いています。

4	針板ふた
ここを開けてボビンをセットします。

5	送り歯
ぬう方向に布地を送ります。

6	押え
布地を押さえます。5種類の押えが付属しているの
で、ぬい方に合った押えをセットします。

7	押えホルダー
押えを取り付けます。
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操作スイッチ

ミシンの基本的な操作が手もとでできます。

4 スピードコントロールレバー

3 はり上/下スイッチ
2 返しぬいスイッチ

1 スタート／ストップスイッチ

5 押えレバー

1	スタート／ストップスイッチ 
ミシンをスタートまたは停止します。スイッチを押している間は、ゆっくりとぬいます。ボタンは「ピッ」と音が.
するまで長押ししてください。停止すると、針は上がった状態で止まります。詳細は「ミシンをスタートさせる」
（→P.37）で説明します。
ミシンの状態によって、スイッチの色が緑・赤・オレンジに点灯します。

緑：ミシンがスタートできる状態、またはぬっているとき
赤：ミシンがスタートできない状態のとき
オレンジ：下糸巻き軸が右側になっているとき

安全面に配慮して、軽く触っただけでは動かないようになっています。「ピッ」と音がするまで長押しして.※※
ください。

2	返しぬいスイッチ 
返しぬいまたは止めぬいをします。ボタンは「ピッ」と音がするまで長押ししてください。返しぬいの場合は.
スイッチを押している間、ぬった方向の逆にぬいます。止めぬいの場合は、同じ場所で3〜5針分ぬってから止ま
ります。詳細は「返しぬいをする」（→P.38）で説明します。

3	はり上/下スイッチ 
針の位置を上または下に切り替えます。ボタンは「ピッ」と音がするまで長押ししてください。2回押すと、.
1針分ぬえます。

4	スピードコントロールレバー
ミシンの進む速度を調節します。

5	押えレバー
押えを上げ下げします。
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表示パネル

前面右側の表示パネルには、ぬい方を選択するスイッチが付いています。

2 ジグザグの振り幅
　  マニュアルスイッチ

1 ジグザグの振り幅調節レバー

4 ぬい目の長さ
　  マニュアルスイッチ

3 ぬい目の長さ調節レバー

5 自動止めぬいスイッチ

6 模様選択スイッチ

1	ジグザグの振り幅調節レバー／2 ジグザグの振り幅マニュアルスイッチ
模様の幅や針の位置を調節します。ジグザグの振り幅マニュアルスイッチを押してから、調節レバーで変更しま
す。

3	ぬい目の長さ調節レバー／4 ぬい目の長さマニュアルスイッチ
ぬい目の長さを調節します。ぬい目の長さマニュアルスイッチを押してから、調節レバーで変更します。

5	自動止めぬいスイッチ
ぬい始めとぬい終わりで自動的にほつれ止めをするときに使用します。

6	模様選択スイッチ
スイッチを押してぬいたい模様を選択します。12種類の模様があります。各スイッチの上には、使用する押えの
記号（A・G・I・J・R）が示されています。詳細は「模様を選ぶ」（→P.48）で説明します。
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ぬう前の準備1	
ここでは、ぬう前に必要な準備を説明します。

電源を入れましょう...................................................................................................16

下糸をセットしましょう.............................................................................................18

上糸を通しましょう...................................................................................................24

針を交換するには.....................................................................................................28

押えを交換するには.................................................................................................31
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ぬう前の準備

電源を入れましょう
ミシンの電源を入れます。
まず、電源について気をつけなければいけないことを説明します。

電源に関する注意

警告
一般家庭用電源AC100V の電源以外では、絶対に使用しないでください。火災・●●
感電・故障の原因となります。
以下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを抜いてください。火災・感電・●●
故障の原因となります。
ミシンのそばを離れるとき•	
	ミシンを使用したあと•	
	運転中に停電したとき•	
接触不良、断線などで正常に動作しないとき•	
雷が鳴りはじめたとき•	

注意
延長コードや分岐コンセントを使用した、たこ足配線はしないでください。火災・感●●
電の原因となります。
濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。●●
電源プラグを抜くときはまず電源スイッチを切り、必ずプラグの部分を持って抜い●●
てください。電源コードを引っ張って抜くとコードが傷つき、火災・感電の原因となり
ます。
電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ね●●
じったり、たばねたりしないでください。また、重い物を載せたり、加熱したりすると
電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源コードまたは電源プラグが
破損したときはミシンの使用をやめて、お近くの販売店または「ミシン119番」に
ご連絡ください。
長期間ご使用にならないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。●●
火災の原因となります。



17

ぬ
う
前
の
準
備

電
源
を
入
れ
ま
し
ょ
う

電源を入れる

1	電源コードをソケットにしっかりと差し込
みます。

2	電源プラグを家庭用電源コンセント
（AC100V）に差し込みます。

本体右側面の3	 電源スイッチの右側（Ｉ側）を
押します。

電源が入り、手もとランプと表示パネルのランXX
プが点灯します。

電源を切る

ミシンを使い終わったら、電源を切ります。また、ミシ
ンを移動するときは、必ず電源を切ってから移動して
ください。

ミシンが止まっていることを確認します。1	

本体右側面の電源スイッチの左側（○側）2	
を押します。

電源が切れ、ランプが消えます。XX

電源プラグをコンセントから抜きます。3	

電源プラグを持って抜いてください。

電源コードをソケットから抜きます。4	

お願い

運転中に停電が発生したときは、電源スイッチを●●
切ってから電源プラグを抜いてください。再度ミ
シンを動かす場合は、手順に従って正しく操作し
てください。
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ぬう前の準備

下糸をセットしましょう
下糸用の糸をボビンに巻いてから、ミシンにセットします。
まず、ボビンに関して気をつけなければいけないことを説明します。

ボビンに関する注意

注意
必ず専用のプラスチックボビンをご使用ください。他のボビンを使用すると、ケガ・●●
故障の原因となります。

お願い

付属のボビンは本機専用のものです。●● 金属製のボビンを使用すると、正しく動作しません。必ず付属品、または専用
ボビンをご使用ください。

下糸を巻く

下糸用の糸をボビンに巻きます。糸とボビンを用意してください。

下糸巻き装置

お知らせ

下糸を巻くときの糸を通す順番が、本体に点線で示されています。そちらもあわせて見てください。●●
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電源を入れます。1	

「電源を入れる」（→P.17）を参照してく●●
ださい。

上ふたを上に開けます。2	

3	糸たて棒に差し込んである糸こま押えを
抜きます。

糸たて棒

糸こま押え

下糸用の糸こまを糸たて棒に差します。4	

糸こまを横にして、下側から手前に糸が出
る向きにして差します。

正しい向きにセットしないと、糸たて棒に糸●●
がからまることがあります。

糸こま押えを糸たて棒に差し込みます。5	

糸こま押えは、糸こまが糸たて棒の右端
までいくように右いっぱいまで差し込み
ます。

●●細巻きの糸こまを使う場合

糸こま
糸こま押えを
逆向きに入れる

すき間を空ける
(2~3mm程度)

注意
糸こまの向きや糸こま押えが●●
正しくセットされていないと、
糸たて棒に糸がからまり、針
折れの原因となります。

糸こまを右手で押さえながら左手で糸を6	
引き出し、糸案内カバーの後ろ側から手前
に糸をかけます。

糸案内カバー

7	糸案内板の右側から下を通して糸をかけ
ます。

糸案内板
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ぬう前の準備

糸を右に引いて下糸巻き案内の凸部に向8	
こう側から糸をかけ、皿の間に左回りに糸
をかけます。

下糸巻き案内

下糸巻き案内

ボビンの穴に糸を内側から通し、ボビン9	
のミゾと下糸巻き軸バネの位置を合わせ
て、ボビンを軸に差し込みます。

下糸巻き軸バネ

ミゾ

軸にセットしたボビンを右側に押します。0	

a	糸端を持って  （スタート／ストップス
イッチ）を「ピッ」と音がするまで1回長押
しします。

スタート／ストップスイッチ

注意
糸は少し長めに引き出し、まっ●●
すぐ上に伸ばして持ってくだ
さい。糸が短かったり、たるん
でいたり、斜めに持っていたり
すると、糸がボビンに巻き込
まれ、ケガの原因となります。

少し巻いて、持っている糸が巻き糸で保b	

持されたら、  （スタート／ストップス
イッチ）を「ピッ」と音がするまで1回長押
しします。

ミシンがストップします。XX

糸端をボビンの外に出ないように切ります。c	
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d	  （スタート／ストップスイッチ）を.
「ピッ」と音がするまで1回長押しします。

スタート／ストップスイッチ

ボビンが回転し、下糸巻きがスタートしまXX
す。

スピードコントロールレバーを右（はやく）e	
に動かします。

スピードコントロールレバー

巻き終わるとボビンの回転が止まります。XX

f	  （スタート／ストップスイッチ）を.
「ピッ」と音がするまで1回長押しします。

ミシンがストップします。XX

巻き終わりの糸をはさみで切ります。g	

下糸巻き軸を左に戻し、ボビンを軸から外h	
します。

スピードコントロールレバーをもとに戻しi	
ておきます。

注意
下糸は正しく巻かれたものを●●
ご使用ください。下糸の巻き
方が悪いと、針折れや糸調子
不良の原因となります。

お知らせ

下糸を巻いたあとにミシンをスタートさせたりプ●●
ーリーを回すと、「ガチャ」という音がすることが
ありますが、故障ではありません。
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ぬう前の準備

下糸をセットする

下糸を巻いたボビンを釜にセットします。

注意
下糸のセットは必ず電源●●●
スイッチを切ってから行って
ください。万一、スタート／
ストップスイッチが押される
と、ミシンが作動してケガの
原因となります。
下糸は正しく巻かれたものを●●
ご使用ください。下糸の巻き
方が悪いと、針折れや糸調子
不良の原因となります。

お願い

付属のボビンは本機専用のものです。●● 金属製の
ボビンを使用すると、正しく動作しません。必ず付
属品、または専用ボビンをご使用ください。

針板ふたの右側にあるつまみを右に動か1	
します。

針板ふた つまみ

針板ふたが開きます。XX

2	針板ふたを取り外します。

右手でボビンを持ち、左手で巻き終わり3	
の糸を持ちます。

ボビンを落とさないように注意してくださ●●
い。

糸が左巻きになるようにして、右手でボビ4	
ンを釜に入れます。

糸の方向に注意してください。●●

右手でボビンを軽く押さえ、左手で巻き終5	
わりの糸を図のように引っかけます。

図のようにミゾにそって糸を通し、手前に6	
引きます。

カッター

カッターで糸が切れます。XX
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注意
ボビンは必ず指で押さえ、正●●
しい方向から糸が出るように
セットしてください。万一、ボ
ビンを逆の方向にセットする
と、針折れや糸調子不良の原
因となります。

針板ふたをもとに戻します。7	

針板ふたの左下の部分を本体に差し込ん
でから、右側を上から押します。

2

1
下糸のセットが完了します。XX

次に上糸を通します。「上糸を通しましょう」
（→次ページ）に進みます。

お知らせ

下糸は引き出さずに、このままぬい始めることが●●
できます。下糸を引き出してからぬう場合は、上
糸を通してから「下糸を引き出してからぬうとき」
（→P.27）を参照してください。
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ぬう前の準備

注意
上糸通しは指示に従って、正し●●
く行ってください。糸が正しく
通されていない場合、糸がか
らんで針が折れたり、曲がった
りするおそれがあります。

お知らせ

上糸を通す順番が、本体に実線（ — ）で示されて●●
います。そちらもあわせて見てください。

1	電源を入れます。

「電源を入れる」（→P.17）を参照してく●●
ださい。

押えレバーを上に上げます。2	

押えレバー

押えが上がります。XX

押えが下がっていると、上糸を通すことが●●
できません。

上糸を通しましょう
上糸用の糸をセットし、針に通します。
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3	  （はり上/下スイッチ）を1回または2
回押して、針を上に上げます。

はり上/下スイッチ

針が正しく上に上がっていない場合、上糸●●
を通すことができません。プーリーのしる
しが下図のように上にきている状態が、正
しい位置です。この位置にきていないとき
は、必ずはり上/下スイッチで針を上に上げ
てから、以降の操作をしてください。

プーリーのしるし

4	上ふたを上に開けます。

5	糸たて棒に差し込んである糸こま押えを
抜きます。

糸たて棒

糸こま押え

上糸用の糸こまを糸たて棒に差します。6	

糸こまを横にして、下側から手前に糸が出
る向きにして差します。

正しい向きにセットしないと、糸たて棒に糸●●
がからまることがあります。

7	糸こま押えを糸たて棒に差し込みます。

糸こま押えは、糸こまが糸たて棒の右端
までいくように右いっぱいまで差し込み
ます。

●●細巻きの糸こまを使う場合

糸こま
糸こま押えを
逆向きに入れる

すき間を空ける
(2~3mm程度)

注意
糸こまの向きや糸こま押えが●●
正しくセットされていないと、
糸たて棒に糸がからまり、針
折れの原因となります。
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ぬう前の準備

糸こまを右手で押さえながら左手で糸を8	
引き出し、糸案内カバーの後ろから手前に
糸をかけます。

糸案内カバー

9	糸案内板の右側から下を通して糸をかけ
ます。

糸案内板

糸案内板に引っかけた糸を右手で押さえ、0	
ミゾにそって糸を通します。

シャッター

このとき押えが下がっていると図のシャッ
ターが閉まった状態になるため、上糸を通
すことができません。必ず押えを上げて●
シャッターが開いている状態で上糸を通し
てください。

シャッター

針の根もとにあるa	 針棒糸かけに糸をかけ
ます。

針棒糸かけ

針に糸を通します。b	

糸は針穴の前から後ろへ通します。

押えレバーを上に上げ、糸の端を押えのc	
間に通して後ろ側に5cmほど引き出しま
す。

5cm

上糸のセットが完了します。XX

これで下糸と上糸の準備ができました。
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下糸を引き出してからぬうとき

ギャザーやフリーモーションキルトをぬう場合など、あ
らかじめ下糸を引き出しておくときは、以下の操作を
行います。

ボビンを釜に入れます。1	

「下糸をセットする」（→P.22）の ●● 1 〜 
5 を参照してください。

引き出した糸をミゾにそって通します。2	

このとき、カッターで糸を切らないでくだ
さい。

左手で上糸を軽く持ち、3	  （はり上/下
スイッチ）を2回押します。

はり上/下スイッチ

下糸が針穴から輪になって引き出されます。XX

上糸をゆっくりと上に引きます。4	

下糸を5cmほど引き出し、上糸とそろえ5	
て押えの下を通します。

針板ふたをもとに戻します。6	

針板ふたの左下の部分を本体に差し込ん
でから、右側を上から押します。

2

1
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針を交換するには
ここでは、ミシン針について説明します。
まず、針について気をつけなければいけないことを説明します。

針に関する注意

針を取り扱うときの注意を説明します。以下の注意を守らないと、針が折れ飛び散るなど大変危険です。よく読ん
で必ず守ってください。

注意
針の交換は必ず電源スイッチを切って行ってください。万一、スタート／ストップス●●
イッチが押されると、ミシンが作動してケガの原因となります。
針は必ず家庭用ミシン針（HA×1）をご使用ください。その他の針を使用すると針●●
折れや故障の原因となります。
曲がった針は絶対に使用しないでください。針折れの原因となります。●●

針の種類と使い分け

ミシン針は布地や糸の太さによって使い分けます。次の表を参考にして、布地に合った糸と針を選んでください。

布地の特徴・種類
ミシン糸

針の種類
種類 太さ

普通地

ブロード カタン糸
60〜80

11〜14タフタ 合繊糸

フラノ・ギャバシン 絹糸 50〜80

薄地

ローン カタン糸
60〜80

9〜11ジョーゼット 合繊糸

ポーラ 絹糸 50〜80

厚地

デニム カタン糸 30〜50

14〜16コーデュロイ 合繊糸
50

ツィード 絹糸

のびる布地
ジャージ

ニット用糸 50〜60 HG針ニット用
11〜14トリコット

ほつれやすい布地

カタン糸

50〜80 9〜14合繊糸

絹糸

ステッチ糸の場合
合繊糸

30 14〜16
絹糸
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正しい針の見分け方

針が曲がった状態で使用すると、途中で折れてしまう
ことがあり非常に危険です。
使用する前に、針の平らな面を平らな板に合わせ、針
と板のすき間が平行かどうかを確認します。

平らな面

針の種類が刻印
されています

良い針■■

平らな板

悪い針■■
すき間が平行でない場合は、針が曲がってい
ます。その針は使用しないでください。

平らな板

お知らせ

糸は数字が小さいほど太く、針は数字が大きいほ●●
ど太くなります。
HG針ニット用は伸縮性のある布地や目がとびや●●
すい布地に使用します。
ナイロン透明糸は、布地や糸にかかわらず14●●
〜16番の針を使用してください。
購入時は、14番の針がミシンに取り付けられて●●
います。

注意
布地と糸と針の組み合わせ●●
は、前ページの表に従ってく
ださい。組み合わせが適切で
ない場合、特に厚い布地（デ
ニム等）を細い針（9〜11番）
でぬうと、針が折れたり、.
曲がったりするおそれがあり
ます。また、ぬい目がふぞろい
になり、ぬいじわや目とびの
原因にもなります。
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針を交換する

針を交換します。「正しい針の見分け方」で確認したま
っすぐな針と付属のドライバーを用意してください。

1	  （はり上/下スイッチ）を1回または2
回押し、針を上に上げます。

はり上/下スイッチ

電源を切ります。2	

押えレバーを下に下げます。3	

押えレバー

左手で針を持ちながら、右手で4	 ドライバー
を手前に回して針の止めネジをゆるめ、針
を抜きます。

止めネジ

ドライバー

止めネジをゆるめたりしめたりするときに、●●
無理な力を加えないようにしてください。
故障の原因となります。

新しい針の平らな面を後ろ側に向けて、●5	
ストッパーにあたるまで差し込みます。

針を左手で押さえたまま、ドライバーで止6	
めネジをしめます。

注意
針は必ずストッパーに当たる●●
まで差し込み、止めネジを付
属のドライバーで確実にしめ
てください。針が十分に差し
込まれていなかったり、ネジの
しめ方がゆるいと、針折れや
故障の原因となります。
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押えを交換するには
押えとは、布が浮かないように押さえる部品のことをいいます。
まず、押えについて気をつけなければいけないことを説明します。

押えに関する注意

注意
押えの交換は必ず電源スイッチを切ってから行ってください。万一、スタート／ス●●
トップスイッチが押されると、ミシンが作動してケガの原因となります。
模様に適した押えを使用してください。誤った押えを使用すると、針が押えに当たっ●●
たり、折れたり、曲がったりするおそれがあります。
押えは必ず本機専用の押えをご使用ください。その他の押えを使用するとケガ・故●●
障の原因となります。

押えを交換する

押えの取り外し方と取り付け方を説明します。

1	  （はり上/下スイッチ）を1回または2
回押し、針を上に上げます。

はり上/下スイッチ

針が上に上がります。XX

電源を切ります。2	

押えレバーを上に上げます。3	

押えレバー

押えが上がります。XX

4	押えホルダーの後ろ側の黒いボタンを押
します。

押えホルダー

黒いボタン

押えが押えホルダーから外れます。XX



32

ぬう前の準備

新たに取り付ける押えのピンの部分と押5	
えホルダーのミゾが合う位置に押えを置
きます。

押えに記されているA・G・I・J・Rの押え記号
が読める向きに置きます。

ピン

押えホルダー

ミゾ

押えレバーをゆっくり下げて、押えホルダ6	
ーのミゾを押えのピンにはめます。

押えレバー

押えが取り付けられますXX

押えレバーを上げて、押えが取り付けられ7	
ていることを確認します。

押えホルダーを外すとき

お手入れをするときや別売のキルト押えなどを取
り付けるときは、押えホルダーを外します。付属
のドライバーを用意します。

押えホルダーを外すとき■■

押えを外します。1	

「押えを交換する」（→前ページ）を参照し●●
てください。

ドライバーで押えホルダーのネジをゆる2	
めます。

ドライバー

押えホルダーを取り付けるとき■■

押えホルダーを押え棒の左側と下側に合1	
わせます。

押えホルダーを右手で押さえ、左手でドラ2	
イバーを回してネジをしめます。

ドライバー

お知らせ

押えホルダーが正しく取り付けられていないと、●●
正しい糸調子にならないことがあります。
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ぬい方の基本2	
ここでは、基本のぬい方と上手にぬうコツを説明します。

ぬってみましょう.......................................................................................................34

上手にぬうコツ.........................................................................................................41

便利な機能...............................................................................................................46



34

ぬい方の基本

ぬってみましょう
ここでは、基本のぬい方を説明します。
ミシンをかける前に、注意事項を説明します。

注意
ミシン操作中は、針の動きに十分ご注意ください。また、針、プーリー、天びんなど、●●
動いているすべての部品に手を近づけないでください。ケガの原因となります。
縫製中は布地を無理に引っ張ったり、押したりしないでください。ケガ・針折れの原●●
因となります。
曲がった針は絶対に使用しないでください。針折れの原因となります。●●
ぬう際には、まち針などが針に当たらないように注意してください。針が折れたり、●●
曲がったりするおそれがあります。

■正しい姿勢

ミシンに向かって左側に布地がくるようにします。ぬい
合わせの場合も、大きな布地が左側にくるようにしま
す。

身体をあまりミシンに近付けず、自由に手が動く
ようにします。

身体の中心がミシン針の中心に向くように自然な
姿勢で座ります。
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ミシンかけの手順

ミシンをかけるときの基本の手順は次のとおりです。

1 電源を入れる ミシンの電源を入れます。
「電源を入れる」（→P.17）を参照してください。

2 模様を選ぶ ぬう箇所に合わせた模様を選びます。
模様の詳細は、「模様を選ぶ」（→P.48）で説明します。

3 押えを取り付ける 模様に合った押えを取り付けます。
「押えを交換する」（→P.31）を参照してください。

4 布地をセットする
ぬう箇所をミシンにセットします。布地の表・裏や、ぬう
順番に注意しましょう。
詳細は「布地をセットする」（→次ページ）で説明します。

5 スタート
ミシンをスタートさせます。
詳細は「ミシンをスタートさせる」（→P.37）で説明しま
す。

6 糸切り ぬい終わった糸を切ります。
詳細は「糸を切る」（→P.40）で説明します。

↓

↓

↓

↓

↓



36

ぬい方の基本

押えレバーを下に下げます。5	

押えレバー

布地がセットできました。XX

布地をセットする

布地の表・裏や、ぬう順番に注意して布地をセットしま
す。

電源を入れます。1	

このとき、模様は「直線（左）」が自動的に選
択されます。

2	  （はり上/下スイッチ）を1回または2
回押し、針を上に上げます。

はり上/下スイッチ

押えの下に布地を置きます。3	

ぬいしろが右側になるように置くと、まっす
ぐにぬいやすく、余分な布地がじゃまにな
りません。

左手で糸と布地を押さえ、右手で4	 プーリー
を手前に回して布地に針を刺します。

返しぬいをする場合は、その分手前の位置
に針を刺します。
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ミシンをスタートさせる

準備ができたら、ミシンをスタートさせます。
ミシンをスタートさせるには、指で操作する方法と、別
売のフットコントローラーを使って足で操作する方法
があります。

指で操作する■■
操作スイッチの  （スタート／ストップスイ
ッチ）を押して操作します。

スピードコントロールレバーを左右に動か1	
して、速度を調節します。

左にすると遅く、右にすると速くなりま
す。

スピードコントロールレバー

2	  （スタート／ストップスイッチ）を.
「ピッ」と音がするまで1回長押しします。

スタート／ストップスイッチ

ミシンがスタートします。XX

スタート直後とスタート／ストップスイッチ●●
を押し続けている間は、ゆっくり進みます。

ぬい終わりまで進んだら、もう一度 3	  （
スタート／ストップスイッチ）を「ピッ」と音
がするまで1回長押しします。

針が上がった状態でミシンが止まります。XX

足で操作する■■
別売のフットコントローラーを使って足で操作
します。

電源を切ります。1	

フットコントローラーを接続するときに、あ
やまってミシンが動作しないよう、必ず電
源を切っておきます。

本体右側面のフットコントローラージャッ2	
クに、フットコントローラーのプラグを差
し込みます。

フットコントローラージャック

電源を入れます。3	

スピードコントロールレバーを左右に動か4	
して、フットコントローラー使用時の最高
速度を調節します。

左にすると遅く、右にすると速くなりま
す。

スピードコントロールレバー

スピードコントロールレバーで設定した速●●
度が、フットコントローラーの最高速度にな
ります。
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ぬう準備ができたら、フットコントロー.5	
ラーをゆっくり踏み込みます。

深く踏み込むと速く、浅く踏むと遅くな
ります。

遅い

速い

強く踏むとミシンが速く進んでしまうので●●
注意してください。
ミシンがスタートします。XX

ぬい終わりまで進んだら、踏むのをやめ6	
ます。

針が上がった状態でミシンが止まります。XX

お知らせ

フットコントローラージャックにフットコントロー●●
ラーのプラグが差し込まれていると、操作スイッ.
チのスタート／ストップスイッチは使用できま
せん。
ミシンを止めると、針は上がった状態になります。●●
ミシンを止めたときに針が下がった状態になるよ
うに設定を変更することもできます。詳細は.
「針停止位置の変更」（→P.71）を参照してく
ださい。

注意
フットコントローラーに糸くず●●
やほこりなどがたまらないよ
うにしてください。火災・感電
の原因となります。
フットコントローラーの上に物●●
を置かないでください。ケガ・
故障の原因となります。
長期間ご使用にならないとき●●
は、フットコントローラーのプ
ラグをジャックから抜いてく
ださい。火災・感電の原因とな
ります。

返しぬいをする

他のぬい目と重ならないところやあき止まりなどの
直線ぬいのときに、糸の端がほつれないように返しぬ
いをします。

ぬう端から3〜5針分手前に針を刺しま1	
す。

押えレバーを下に下げます。2	

押えレバー

3	  （返しぬいスイッチ）を押します。

返しぬいスイッチ

返しぬいスイッチを押している間、後ろに向かっXX
て針が進みます。

3〜5針ほどぬったら、返しぬいスイッチか4	
ら手を離します。

ミシンが止まります。XX
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5	  （スタート／ストップスイッチ）を.
「ピッ」と音がするまで長押しするか、ま
たはフットコントローラーを踏みます。

スタート／ストップスイッチ

スタートの手順は、「ミシンをスタートさせ●●
る」（→P.37）を参照してください。
通常の向きに針が進みます。XX

ぬい終わりまできたら、6	 （返しぬい.
スイッチ）を押します。

返しぬいスイッチを押している間、後ろに向かっXX
てが進みます。

3〜5針ほどぬったら、7	  （返しぬいスイ
ッチ）から手を離します。

ミシンが止まります。XX

ぬい始め

ぬい終わり

模様をぬうとき■■
直線・ジグザグ以外の模様でぬっていた場合に
 （返しぬいスイッチ）を押すと、止めぬい

になります。止めぬいは、その位置で3〜5針
重なります。

ぬい始めとぬい終わりが重なる場合■■
筒ものなどぬい目が1周するものの場合は、
返しぬいをしないでぬい始めて、1周したらぬ
い始めのぬい目に3〜5針重ねてぬいます。

ぬい始め
ぬい終わり
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糸を切る

ぬい終わったら、糸切りを使って糸を切ります。

ぬい終わってミシンを止めたら、押え.1	
レバーを上げます。

押えレバー

布地を左に引き、本体左側面の糸切りに2	
上糸と下糸を引っかけて切ります。

糸切り
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上手にぬうコツ
ここでは、上手にぬうためのコツを説明します。ミシンかけをするときの参考にしてください。

糸調子を調節する

上糸と下糸の強さのバランス（糸調子）を調節します。
「針の種類と使い分け」（P.28）で記載している組み
合わせでぬった場合は、自動的に適切な糸調子になり
ます。思い通りの糸調子にならないときや、特殊な糸
や素材をぬう場合などは、上糸の調子を強く、または
弱くして調節します。
上ふた内の、糸調子ダイヤルを使用します。

正しい糸調子■■
上糸と下糸が布の中央でまじわります。布地
の表には上糸、裏には下糸だけが見える状態
です。

上糸
下糸

表

裏

上糸調子が強いとき■■
布地の表に下糸が見えている状態です。

上糸
下糸

表から下糸
が見える

裏

表

糸調子ダイヤルを左に回し、上糸を弱くしま
す。

上糸調子が弱いとき■■
布地の裏に上糸が見えている状態です。

上糸
下糸

裏

表

裏から上糸
が見える

糸調子ダイヤルを右に回し、上糸を強くしま
す。
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ぬい目の長さと幅を調節する

ぬい目の長さ（1針が進む長さ）と幅（ジグザグの振り
幅）を調節します。
通常は、模様を選択すると自動的に適切な長さと幅が
設定されます。

■■ ぬい目の長さ

表示パネルのぬい目の長さマニュアルス1	
イッチを1回押します。

XX ぬい目の長さマニュアルスイッチが点灯します。

2	ぬい目の長さ調節レバーを上下に動かし
ます。

レバーを上にするとあらくなり、下にす
ると細かくなります。

ぬい目の長さ
調節レバー

ぬい目の長さ
マニュアルスイッチ

直線 ジグザグ

模様に合った適切な値に自動設定するとき●●
は、もう一度ぬい目の長さマニュアルスイ
ッチを押します。

注意
ぬい目が詰まる場合は、ぬい●●
目の長さをあらくしてくださ
い。ぬい目が詰まった状態で
ぬい続けると、針が折れたり、
曲がったりするおそれがあり
ます。

■■ ぬい目の幅
模様の幅（ジグザグの振り幅）を調節します。

表示パネルの1	 ジグザグの振り幅マニュア
ルスイッチを1回押します。

ジグザグの振り幅マニュアルスイッチが点灯XX
します。

2	ジグザグの振り幅調節レバーを上下に動
かします。

レバーを上にすると幅が広くなり、下に
するとせまくなります。

ジグザグの振り幅
調節レバー

ジグザグの振り幅
マニュアルスイッチ

模様が「直線（左）  」または「三重ぬ
い  」の場合は、針の位置が調節でき
ます。
レバーを上にすると針位置が右になり、
下にすると左になります。

模様に合った適切な値に自動設定するとき●●
は、もう一度ジグザグの振り幅マニュアル
スイッチを押します。

注意
振り幅を調節したときはプー●●
リーをゆっくりと手前に回し、
針が押えに当たらないことを
確認してください。針が折れ
たり、曲がったりするおそれが
あります。
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■■ 模様別設定値
模様によって設定できるぬい目の長さと幅が異なります。模様を選択した直後とマニュアルスイッチを押
していないときは、「自動」の値になります。単位はmmです。

自動 手動 自動 手動

左 J 0 0～7.0

中 J・I － －

J 2.5 1.0～4.0 1.0 1.0～3.0

J 1.4 0～4.0 3.5 2.5～5.0

G 2.0 3.5

G 2.5 5.0

R

R

J 1.0 0.2～4.0 5.0 1.5～7.0

J 2.5 1.5～4.0 0 0～7.0

J 2.5 1.6～4.0 3.5 2.5～5.0

A 5.0 3.0～5.0

2.0 1.0～3.5 0 ＋3.0～－3.0

ボタン穴かがり 0.4 0.2～1.0

点線ジグザグ

三重ぬい

アップリケ

伸縮ぬい

ジグザグ

たち目かがり

まつりぬい

ぬい目の長さ 振り幅

直線

模様 模様 押え

2.5～5.01.0～4.0

0.2～5.02.5
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試しぬいをする

本機は、布地に合わせて糸や針を選んで模様を選択
すると、それに合わせて自動的に糸調子やぬい目の
長さ・幅が適切に設定されるようになっています。
しかし、布の種類やぬい方によっては必ずしも思い通
りにならないことがあるので、試しぬいをするように
しましょう。
試しぬいは、実際の布地のはぎれと糸を使用して糸
調子やぬい目の長さ・幅を確認します。ぬい方や布
を何枚重ねてぬうかによってもぬった結果は異な
るので、実際にぬうものと同じ状態で試しぬいをし
ます。

ぬう方向を変える

1	角までぬったら、ミシンを止めます。

（はり上/下スイッチ）を押し、針が下
がった（布地に刺さった）状態にしておき
ます。

押えレバーを上げ、布を持って回します。2	

針位置を基点に回転させます。

押えレバーを下げ、続きをぬいます。3	

カーブをぬう

左手で布地の向こう側（ぬい終わった方）を少し引っ張
って方向を変えながら進めます。「ぬいしろの幅をそ
ろえる」（→P.45）を参考にして、ぬいしろと平行にな
るようにゆっくりとぬいます。

ジグザグ模様をぬうときは、ぬい目の長さを短めにす
るときれいに仕上がります。

厚い布地をぬう

押えの下に布地が入らないとき■■
押えレバーをさらに上に上げると、押えがもう
一段階上がります。
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薄い布地をぬう

薄い布地の場合、ぬい目がつれてしまったり、布がうま
く送れないことがあります。
その場合は布地の下にハトロン紙などの薄い紙を敷
いて、布地と一緒にぬいます。ぬい終わったら、紙をや
ぶいて取り除きます。

ハトロン紙など

伸びる布地をぬう

あらかじめしつけをして、布地を引っ張らないように
ぬいます。

しつけ

ぬいしろの幅をそろえる

ぬいしろと平行にまっすぐぬうときは、ぬいしろの端
が右側になるようにぬい始め、押えの右端か針板の目
盛りを見ながらぬいます。

押えを基準にする場合■■
押えの右端を参考にしてぬいます。

押え

ぬい目

■■ 針板を基準にする場合
直線（左基線）は針板の目盛りの左端から
15mm離れています。針板に刻まれている目
盛りを参考にしてぬいます。上側の目盛りは
1/8インチ（約3mm）単位、下側の目盛りは
5mm単位になっています。

押え

ぬい目

15mm

インチ

cm

針板
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止めぬい（直線の場合は返しぬい）をしてから、XX
ぬい始めます。

ぬい終わりの位置まできたら、4	  （返し
ぬいスイッチ）を1回押します。

ボタン穴かがりを選択したときは、止めぬ
いが含まれているので、この操作は必要あ
りません。

返しぬいスイッチ

止めぬい（直線の場合は返しぬい）をしてから、XX
ミシンが止まります。

便利な機能
ここでは、覚えておくと役に立つ機能について説明します。

自動で止めぬいをする

ぬい始めとぬい終わりに自動で止めぬいをするよう
に設定します。直線の場合は、返しぬいが自動的に行
われます。

模様を選びます。1	

模様については、「模様を選ぶ」（→P.48）●●
で説明します。

表示パネルの 2	  （自動止めぬいスイッ
チ）を押します。

ボタン穴かがりを選択したときは、止めぬ
いが含まれているので、この操作は必要あ
りません。

自動止めぬいスイッチ

自動止めぬいスイッチが点灯します。XX

自動止めぬいスイッチをもう一度押すと、●●
自動止めぬいは解除されます。

布地をセットし、3	  （スタート／ストップ
スイッチ）を「ピッ」と音がするまで1回長
押しします。

スタート／ストップスイッチ
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いろいろなぬい方3	
ここでは、いろいろなぬい方とその使い方を説明します。

ぬい方を選びましょう...............................................................................................48

ぬいしろを始末する.................................................................................................50

地ぬいをする............................................................................................................52

すそ上げをする........................................................................................................53

ボタン穴をかがる.....................................................................................................55

ファスナーを付ける..................................................................................................58

伸びる布地やゴムテープをぬう...............................................................................62

アップリケやパッチワークをする.............................................................................64

丈夫にしたいところをぬう.......................................................................................66

その他のぬい方........................................................................................................67
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いろいろなぬい方

ぬい方を選びましょう
ぬう模様を選択します。

模様を選ぶ

本体前面右側の表示パネルのスイッチで模様を選択します。模様は12種類あります。電源を入れた直後は、「直線
（左）」が選択されています。

直線 伸縮ぬい

ジグザグ

たち目かがり

まつりぬい

点線ジグザグ 三重ぬい

アップリケ

ボタン穴かがり

使用する押え

使用する模様を決めます。1	

各模様の用途は「ぬい方一覧」（→次ペー●●
ジ）を参照してください。

選んだ模様に合った押えを用意します。2	

押えは付属品バックに収納されています。

押えを取り付けます。3	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

電源を入れます。4	

「直線（左）」スイッチがオレンジ色に点灯しまXX
す。

選んだ5	 模様のスイッチを押します。

スイッチがオレンジ色に点灯します。XX

各模様のぬい方はそれぞれのページを参
照してください

お知らせ

模様のぬい目の長さや幅を調節する場合は、「ぬ●●
い目の長さと幅を調節する」（→P.42）を参照し
てください。
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ぬ
い
方
を
選
び
ま
し
ょ
う

ぬい方一覧

各模様の用途は以下のとおりです。ぬう箇所や布地によって模様を使い分けてください。

左 中模様

直
線（

左）

直
線（

中）

伸
縮
ぬ
い

ジ
グ
ザ
グ

点
線
ジ
グ
ザ
グ

三
重
ぬ
い

ア
ッ
プ
リ
ケ

ボ
タ
ン
穴
か
が
り

用途

すそ上げ ○ ○

ボタン穴かがり

ファスナー付け ○

伸びる布地・ゴムテープ

アップリケ・パッチワーク ○

補強ぬい ○

厚地 ○

普通地

薄地 ○

た
ち
目
か
が
り

ま
つ
り
ぬ
い

○

○

○○ ○○

○ ○

ぬいしろの始末
（→P.50） ○ ○ ○ ○

地ぬい
（→P.52） ○ ○ ○

（→P.53）

（→P.55）

（→P.58）

（→P.62）

（→P.64）

（→P.66）
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いろいろなぬい方

ぬいしろを始末する
裁断した布端がほつれないようにたち目かがりをします。たち目かがりは、次の4つの模様から選択します。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

ジグザグ 通常のほつれ止め 0～4.0
（自動：1.4）

2.5～5.0
（自動：3.5）

点線ジグザグ 厚地や伸びる布地をほつれ止めするとき 0.2～4.0
（自動：1.0）

1.5～7.0
（自動：5.0）

普通地または薄地をほつれ止めするとき 1.0～4.0
（自動：2.0）

2.5～5.0
（自動：3.5）

厚地やほつれやすい布地をほつれ止めす
るとき

1.0～4.0
（自動：2.5）

2.5～5.0
（自動：5.0）

たち目かがり

J

G

それぞれ以下の点に注意してぬってください。

ジグザグ  ／点線ジグザグ  

ジグザグ押え<J>を取り付けます。1	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 2	  または  を押します。

布端より少し外側に針を落としてぬいま3	
す。

針落ち位置

針落ち位置

たち目かがり  ／  

たち目かがり押え<G>を取り付けます。1	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 2	  または  を押します。

押えのガイドと布地の端が合うように布地3	
をセットし、押えを下げます。

ガイド
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ぬ
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布地の端を押えのガイドにそわせてぬい4	
ます。

針落ち位置

注意
振り幅を調節したときはプー●●
リーをゆっくりと手前に回し、
針が押えに当たらないことを
確認してください。針が折れ
たり、曲がったりするおそれが
あります。
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いろいろなぬい方

地ぬいをする
基本となる直線ぬいをします。地ぬいは、次の3つの模様から選択します。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

直線（左） 0～7.0
（自動：0）

直線（中） －

三重ぬい ぬい目を丈夫にしたいとき、伸びる布地
のとき

1.5～4.0
（自動：2.5）

0～7.0
（自動：0）

地ぬい、ギャザー、ピンタックなど 0.2～5.0
（自動：2.5） J

ぬい合わせるところを、しつけまたはまち1	
針で止めます。

ジグザグ押え<J>を取り付けます。2	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 3	  または  、  のいず
れかを押します。

返しぬいが必要な場合は、ぬい始めの位4	
置より3〜5針分手前に針を刺して返しぬ
いをします。

「返しぬいをする」（→P.38）を参照してく●●
ださい。

ミシンをスタートさせます。5	

「ミシンをスタートさせる」（→P.37）を参●●
照してください。

ぬい終わったら糸を切ります。6	

「糸を切る」（→P.40）を参照してくださ●●
い。

ぬい目の長さや針位置を変えるとき■■
「ぬい目の長さと幅を調節する」（→P.42）を
参照してください。
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すそ上げをする
スカートやズボンのすそをまつります。まつりぬいは、次の2つの模様から選択します。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

普通地をすそ上げするとき

伸びる布地をすそ上げするとき
まつりぬい 1.0～3.5

（自動：2.0）
＋3.0～－3.0
（自動：0）

R

以下の手順でまつりぬいをします。

折りしろをでき上がり線で折り、布端から1	
約5mmのところにしつけをします。

5mm

裏

しつけ

でき上がり線

しつけをしたところから折り返し、布地の2	
裏を上側にします。

裏

しつけ位置

まつりぬい押え<R>を取り付けます。3	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 4	  または  を押します。

押えのガイドと布地の折り山が合うように5	
布地をセットし、押えを下げます。

裏 ガイド

折り山

R

ジグザグの振り幅マニュアルスイッチを押6	
します。

ジグザグの振り幅調節レバーを動かして、7	
針が折り山に少しかかる位置にします。

針落ち位置

R
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いろいろなぬい方

針がかかりすぎているとき■■
針が左側にいきすぎています。
ジグザグの振り幅マニュアルスイッチを押して
から振り幅をせまくして、針が折り山にわずか
にかかるように調節します。

裏 表

針がかかっていないとき■■
針が右側にいきすぎています。
ジグザグの振り幅マニュアルスイッチを押して
から振り幅を広くして、針が折り山にわずかに
かかるように調節します。

裏 表

「ぬい目の長さと幅を調節する」●●
（→P.42）を参照してください。

折り山に押えのガイドをそわせてぬいま8	
す。

しつけをほどきます。9	

裏 表
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ボタン穴をかがる
ボタンホールを作ります。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

パジャマ・シャツなどのボタンホールを
作るときボタン穴かがり 0.2～1.0

（自動：0.4）
3.0～5.0

（自動：5.0）
A

「ボタンの直径＋厚み」が30mm以下のボタンホールが作れます。
ボタン穴かがりは次の順でぬわれます。

止めぬい

ボタン穴かがりで使用するボタン穴かがり押え<A>の各部の名称は次のとおりです。

5mm

押えスケール

台皿

ピン

しるし

A
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いろいろなぬい方

ボタン穴かがりをする位置にチャコペンな1	
どでしるしを付けます。

しるし

ボタン穴かがり押え<A>の台皿を引き出2	
し、ボタンをのせてはさみます。

ボタンが台皿にのらないとき■■
「ボタンの直径＋厚み」を、押えスケールの目
盛り（1目盛り5mm）に合わせて、大きさを決
めます。

5mm

ボタン穴の寸法
（ボタンの直径＋厚み）

押えスケール

例：	 直径15mm、厚み10mmのボタン
	 →スケールを25mmに合わせる

15mm

10mm

ボタン穴かがりの大きさが決まります。XX

ボタン穴かがり押え<A>を取り付けま3	
す。

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 4	  を押します。

押えの赤のしるしと布地のしるしの手前5	
側を合わせ、押えを下げます。

A

布地のしるし

赤のしるし

上糸は押えの穴から押えの下に通してお
きます。
押えを下げるときに、押えの手前部分を押●●
さないでください。ボタン穴かがりの大き
さが正確にぬえません。

すきまをなくさない

ミシン本体の6	 ボタン穴かがりレバーを一
番下まで引き下げます。

ボタン穴かがりレバー

このとき、ボタン穴かがりレバーが押えの
突起部の後ろ側になるようにします。

突起

ボタン穴かがりレバー
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左手で上糸を軽く持ち、ミシンをスタート7	
させます。

ぬい終わると、自動的に止めぬいをして止まりXX
ます。

糸を切り、押えを上げて布地を取り出し8	
ます。

ボタン穴かがりレバーをもとに戻します。9	

ぬった部分を切らないように、かんぬき止0	
めの内側にまち針を刺します。

まち針

付属のリッパーでボタン穴を切り開きまa	
す。

リッパー

注意
リッパーで穴を開ける方向●●
に、手や指を置かないでくだ
さい。すべったときにケガをす
るおそれがあります。

ぬい目のあらさを変えるとき■■
ぬい目の長さマニュアルスイッチを押してか
ら、ぬい目の長さ調節レバーで調節します。

ぬい目の長さ
調節レバー

ぬい目の長さ
マニュアルスイッチ

厚地の場合などで布地が進まないときは、●●
ぬい目をあらくします。

振り幅を変えるとき■■
ジグザグの振り幅マニュアルスイッチを押
してから、ジグザグの振り幅調節レバーで
調節します。

ジグザグの振り幅
調節レバー

ジグザグの振り幅
マニュアルスイッチ

お知らせ

ボタン穴かがりをするときは、ぬい目のあらさや●●
振り幅の調子を確認するため、必ず試しぬいをし
ましょう。
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ファスナーを付ける
ファスナーをぬい付けます。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

直線（中）
ファスナーをぬい付けるとき
またはおとしミシンやピンタックをぬう
とき

0.2～5.0
（自動：2.5） －

I

ファスナーの付け方によってぬい方が異なります。ここでは、つき合わせと片返しの場合のぬい方を説明し
ます。

つき合わせ

つき合わせた布地の両方にステッチが入ります。

表

ステッチ

あき止まり

ジグザグ押え<J>を取り付けて、あき止1	
まりの位置まで地ぬいをします。

布地は表どうしを合わせ、あき止まり部分
は返しぬいをします。
地ぬいについては、「地ぬいをする」●●
（→P.52）を参照してください。

ファスナーを付ける部分のでき上がり線2	
にしつけをします。

返しぬい

しつけ

あき止まり

裏

ぬいしろを割り、裏からアイロンをかけま3	
す。

ぬい目とファスナーの中央を合わせて、し4	
つけをします。

裏

しつけ

ファスナー

片押え<I>のピンの右側を押えホルダー5	
に取り付けます。

針落ち位置

ピン右側

I

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。
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模様スイッチの 6	  を押します。

注意
片押え<I>を使用するときは、.●●
必ず直線（中）を使用し、プー
リーをゆっくりと手前に回し
て針が押えに当たらないこと
を確認してください。他の模
様を使用すると、針が押えに
当たり、折れたり、曲がったり
するおそれがあります。

布地の表からステッチをかけます。7	

表

ステッチ

あき止まり

しつけ

注意
ぬう際には、ファスナーに針が●●
当たらないように注意してく
ださい。針が折れたり、曲がっ
たりするおそれがあります。

しつけをほどきます。8	

片返し

布地の片側にステッチが入ります。脇あきや後ろあき
のときに使用します。

表
ステッチ

あき止まり

ここでは、図のように左側にステッチを入れる場合を
例に説明します。

ジグザグ押え<J>を取り付けて、あき止1	
まりの位置まで地ぬいをします。

布地は表どうしを合わせ、あき止まり部分
は返しぬいをします。
地ぬいについては、「地ぬいをする」●●
（→P.52）を参照してください。

ファスナーを付ける部分のでき上がり線2	
にしつけをします。

返しぬい

しつけ

あき止まり

裏

ぬいしろを割り、裏からアイロンをかけま3	
す。
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右側（ステッチが入らない方）のぬいしろ4	
を3mm出してアイロンをかけます。

3mm

裏

3mm出した折り山とファスナーのむしの5	
端を合わせて、しつけまたはまち針で止
めます。

むし

しつけ

片押え<I>のピンの右側を押えホルダー6	
に取り付けます。

例とは反対側をぬう場合は、左側のピンを
取り付けます。

針落ち位置

ピン右側

I

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 7	  を押します。

注意
片押え<I>を使用するとき●●
は、必ず直線（中）を使用し、プ
ーリーをゆっくりと手前に回し
て針が押えに当たらないこと
を確認してください。他の模
様を使用すると、針が押えに
当たり、折れたり、曲がったり
するおそれがあります。

3mm出した折り山部分を、あき止まりの8	
方からぬいます。

注意
ぬう際には、ファスナーに針が●●
当たらないように注意してく
ださい。針が折れたり、曲がっ
たりするおそれがあります。

残り5cmほどまでぬったらいったんミシ9	
ンを止めて針を下げたまま押えを上げ、.
ファスナーを開いて続きをぬいます。
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ファスナーをとじて表に返し、反対側をし0	
つけします。

しつけ

片押え<I>のピンの逆側を押えホルダーa	
に取り付けます。

6 で右側に付けた場合は、左側に付け替
えます。

針落ち位置

ピン左側

I

布地の表からステッチをかけます。b	

あき止まり側から返しぬいをし、押えの端
をファスナーのむしにそわせてぬいます。

表

あき止まり ぬい始め

しつけ

返しぬい

残り5cmほどまでぬったらいったんミシc	
ンを止めて針を下げたまま押えを上げま
す。

でき上がり線のしつけをほどいてファスd	
ナーを開き、続きをぬいます。
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伸びる布地やゴムテープをぬう
伸びる布地をぬったり、ゴムテープをぬい付けます。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

伸縮ぬい 伸びる布地をぬうとき 1.0～4.0
（自動：2.5）

1.0～3.0
（自動：1.0）

点線ジグザグ ゴムテープをぬい付けるとき 0.2～4.0
（自動：1.0）

1.5～7.0
（自動：5.0）

J

それぞれ以下の点に注意してぬってください。

伸縮ぬい 

ジグザグ押え<J>を取り付けます。1	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 2	  を押します。

布地を伸ばさないようにぬいます。3	

ゴムテープ付け 

そで口やウエストなどにゴムテープをぬい付ける場合
は、ゴムテープが縮んでいる状態ができ上がり寸法に
なります。必要な長さのゴムテープを用意します。

まち針で布地の裏側にゴムテープを止め1	
ます。

布地とゴムテープが均等になるように数
か所止めます。

ゴムテープ

まち針

ジグザグ押え<J>を取り付けます。2	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 3	  を押します。
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ゴムテープが布地と同じ長さになるよう4	
に伸ばしながらぬいます。

左手で後ろ側の布地を引っ張り、右手で
押えに一番近いまち針のところを引っ張
ります。

注意
ぬう際には、まち針などが針●●
に当たらないように注意して
ください。針が折れたり、曲が
ったりするおそれがあります。
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アップリケやパッチワークをする
アップリケやパッチワークをするときに使用します。次の2つの模様から選択します。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

ジグザグ 0～4.0
（自動：1.4）

アップリケ 1.6～4.0
（自動：2.5）

アップリケなどの布をぬい付けます。 2.5～5.0
（自動：3.5）

J

アップリケ  ／ 

アップリケ布は3〜5mmのぬいしろを付1	
けて裁断します。

ぬいしろ

アップリケ布の裏に厚紙の型紙をあてて、2	
アイロンででき上がり線を折ります。

アップリケ布を表に返し、土台になる布に3	
しつけまたはまち針で止めます。

しつけ

ジグザグ押え<J>を取り付けます。4	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 5	  または  を押します。

プーリーを手前に回し、アップリケ布の端6	
から少し外側に針が刺さるようにしてぬ
い始めます。
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急な角度をぬうときは、アップリケ布の外
側に針を刺したまま、押えを上げて少しず
つ方向を変えながらぬいます。

パッチワーク

上になる布地の端を折って下側の布地と1	
重ねます。

両方の布地に模様がまたがるようにぬい2	
ます。
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三重ぬい 

1針あたり3回重ねてぬいます。

ジグザグ押え<J>を取り付けます。1	

「押えを交換する」（→P.31）を参照して●●
ください。

模様スイッチの 2	  を押します。

丈夫にしたいところをぬう
そで付けなど、ぬい目を丈夫にするときに使用します。

名称 模様 用途 ぬい目の長さ 振り幅 押え

三重ぬい そでや股下など、ぬい目を丈夫にしたい
とき

1.5～4.0
（自動：2.5）

0～7.0
（自動：0）

J
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その他のぬい方

筒ものをぬう

そで口やズボンのすそなどの筒状になっているところ
をぬうときは、フリーアームにすると便利です。

本体を倒し、底面のネジ（1本）をはずしま1	
す。

プラスドライバー

底面のネジをはずすドライバーは、付属品●●
に同梱されておりません。お手持ちのプラ
スドライバーをご使用ください。

補助テーブルを左に引き、はずします。2	

注意
フリーアームを必要としない●●
場合は、本体底面のネジを.
はずさないでください。

ぬうところを3	 アーム部分に通して外側から
ぬいます。

フリーアームを使い終わったら、補助テー4	
ブルをもとに戻します。
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付録4	
ここでは、ミシンのお手入れ方法と困ったときの対処方法を紹介します。

設定...........................................................................................................................70

お手入れ...................................................................................................................72

困ったとき.................................................................................................................74

仕様...........................................................................................................................78

索引...........................................................................................................................79

別売オプション..........................................................................................................81
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設定

模様設定一覧

自動 手動 自動 手動

左 J 2.5 0.2～5.0 0 0～7.0 返しぬい

中 J・I 2.5 0.2～5.0 － － 返しぬい

J 2.5 1.0～4.0 1.0 1.0～3.0 止めぬい

J 1.4 0～4.0 3.5 2.5～5.0
返しぬい
（自動の場合
は止めぬい）

G 2.0 1.0～4.0 3.5 2.5～5.0 止めぬい

G 2.5 1.0～4.0 5.0 2.5～5.0 止めぬい

R 2.0 1.0～3.5 0 ＋3.0～－3.0 止めぬい

R 2.0 1.0～3.5 0 ＋3.0～－3.0 止めぬい

J 1.0 0.2～4.0 5.0 1.5～7.0 止めぬい

J 2.5 1.5～4.0 0 0～7.0 止めぬい

J 2.5 1.6～4.0 3.5 2.5～5.0 止めぬい

A 0.4 0.2～1.0 5.0 3.0～5.0 自動止めぬい

点線ジグザグ

三重ぬい

アップリケ

ボタン穴かがり

伸縮ぬい

ジグザグ

たち目かがり

まつりぬい

直線

押え模様名称 返しぬい
スイッチ

ぬい目の長さ 振り幅
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針停止位置の変更

通常、ミシンを止めたときは針が上がった状態になるように設定されています。針を下げた（布地に刺さった）状態
でミシンが止まるように設定を変更することができます。

電源を切ります。1	

表示パネルの模様スイッチの 2	  （直線左）を押したまま、電源を入れます。

直線（左）を
押しながら

針の停止位置が上に変更されます。XX

もう一度同じ操作をすると、針停止位置は上に戻ります。●●
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お手入れ
簡単なミシンのお手入れ方法を説明します。

本体表面の掃除

本体表面の汚れを取るときは、中性洗剤を薄めて布
に浸して固くしぼり、ふき取ります。洗剤でふいたあと
は、乾いた布でふき取ります。

注意
必ず電源プラグをコンセント●●
から抜いてください。ケガ・感
電の原因となります。

釜の掃除

針板の下にある釜を掃除します。
釜には糸くずやほこりがたまりやすいく、縫製不良に
なる場合があります。定期的に掃除してください。

電源を切ります。1	

注意
必ず電源プラグをコンセント●●
から抜いてください。ケガ・感
電の原因となります。

針板ふたのネジをはずします。2	

ドライバー

3	針板ふたの向こう側に指を引っかけ、手前
にスライドさせます。

針板ふた

針板ふたが外れます。XX



73

付
録

お
手
入
れ

プーリーを手前に回し、外釜の切欠部と4	 内
釜ツノ部を合わせます。

内釜

外釜
外釜切欠部

内釜ツノ部

内釜押え

プーリーは必ず手前に回してください。逆●●
方向に回すと、故障の原因となります。

内釜押えは絶対に取り外さないでくださ●●
い。取り外すと、故障の原因となります。

内釜を取り出します。5	

内釜を奥側に押しながら上に持ち上げま
す。

内釜

付属の6	 ミシンブラシや掃除機で、外釜周
辺の糸くずやほこりを取り除きます。

ミシンブラシ

外釜

外釜や内釜に油をささないでください。●●

外釜切欠部が 7	 4と同じ位置にあることを
確認し、内釜の凸部とバネが合うように内
釜を取り付けます。

バネ

凸部

凸部

バネ

針板ふたのツメの部分を針板に差し込ん8	
でから、奥側にスライドさせます。

針板ふたのネジを取り付けます。9	

注意
キズが付いた内釜は使用しな●●
いでください。万一、使用す
ると上糸がからみ、針折れや
縫製不良の原因となります。
内釜は最寄りの販売店でお
買い求めください。
内釜は正しい位置に取り付け●●
てください。針折れの原因と
なります。
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困ったとき
ミシンが思いどおりに動かないときは、修理を依頼する前に以下の項目を確認してください。
それでも改善されない場合は、お買い上げの販売店、または「ミシン119番」にご相談ください。

こんなとき 原因 対処の仕方 参照ページ

ミシンが動かない

電源が入っていない。 電源を入れます。 P.17
スタート／ストップスイッチを長押しし
ていない。

スタート／ストップスイッチを「ピッ」
と音がするまで長押しします。 P.37

押えレバーが上がっている。 押えレバーを下げます。 －

フットコントローラーを接続した状態で、
スタート／ストップスイッチを押してい
る。

フットコントローラーを接続していると
きは、スタート／ストップスイッチは使
用できません。スタート／ストップスイ
ッチを使用する場合は、フットコントロ
ーラーを取り外します。

P.37

針が折れる

針が正しく取り付けられていない。 針を正しく取り付けます。

P.30針の止めネジがゆるんでいる。 ドライバーを使って止めネジをしっかり
しめます。

針が曲がっている。針先がつぶれている。 新しい針に交換します。
針が布地や糸に合っていない。 布地に合った糸と針を使用します。 P.28
模様に合った押えを使用していない。 模様に合った押えを取り付けます。 P.70
上糸調子が強すぎる。 上糸調子を弱くします。 P.41
布地を無理に引っ張っている。 布地は軽く押さえます。 －
糸こまが正しく取り付けられていない。 糸こまを正しく取り付けます。 P.25

針板の穴の周囲に傷がある。
針板を交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－

押えの穴の周辺に傷がある。
押えを交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－

内釜に傷がある。
内釜を交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－

本機専用のボビンを使用していない。

金属製のボビンでは正しく動作しませ
ん。
本機専用プラスチックボビンを使用して
ください。

P.22

上糸が切れる

上糸の通し方がまちがっている。（糸こま
が正しくセットされていない、糸こま押え
の大きさが合っていない、針棒糸かけから
糸が外れているなど）

上糸を正しく通します。 P.24

糸に結び目やこぶがある。 その部分を取り除きます。 －
針が糸に合っていない。 糸に合った針を使用します。 P.28
上糸調子が強すぎる。 上糸調子を弱くします。 P.41

糸がからまって、釜などに詰まっている。 からんだ糸を取り除きます。釜に詰まっ
ていた場合は、掃除します。 P.72

針が曲がっている。針先がつぶれている。 新しい針に交換します。
P.30

針が正しく取り付けられていない。 針を正しく取り付けます。

針板の穴の周囲に傷がある。
針板を交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－

押えの穴の周辺に傷がある。
押えを交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－
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こんなとき 原因 対処の仕方 参照ページ

上糸が切れる

内釜に傷がある。
内釜を交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－

本機専用のボビンを使用していない。
金属製のボビンでは正しく動作しません。
本機専用プラスチックボビンを使用して
ください。

P.22

下糸がからまる
下糸が切れる

下糸のセットの仕方がまちがっている。 下糸を正しくセットします。 P.22
ボビンに傷があり、回転がなめらかでな
い。 ボビンを交換します。 －

糸がからまっている。 からんだ糸を取り除き、釜を掃除します。 P.52

本機専用のボビンを使用していない。
金属製のボビンでは正しく動作しません。
本機専用プラスチックボビンを使用して
ください。

P.22

糸調子が合わない

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を正しく通します。 P.24
下糸のセットの仕方がまちがっている。 下糸を正しくセットします。 P.22
布地に糸や針が合っていない。 布地に合った糸と針を使用します。 P.28
押えホルダーが正しく取り付けられてい
ない。 押えホルダーを正しく取り付けます。 P.32

糸調子が合っていない。 糸調子を調節します。 P.41

本機専用のボビンを使用していない。
金属製のボビンでは正しく動作しません。
本機専用プラスチックボビンを使用して
ください。

P.22

布地にしわがよる

上糸の通し方または下糸のセットの仕方が
まちがっている。 上糸、下糸を正しくセットします。 P.22, 24

糸こまが正しく取り付けられていない。 糸こまを正しく取り付けます。 P.25
布地に糸や針が合っていない。 布地に合った糸と針を使用します。 P.28
針が曲がっている。針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 P.30

薄地の場合に、ぬい目があらすぎる。 ぬい目を細かくします。または布地の下
にハトロン紙などを敷いてぬいます。 P.44

糸調子が合っていない。 糸調子を調節します。 P.41

ぬい目がとぶ

上糸の通し方がまちがっている。 上糸を正しく通します。 P.24
布地に糸や針が合っていない。 布地に合った糸と針を使用します。 P.28
針が曲がっている。針先がつぶれている。 新しい針に交換します。

P.30
針の取り付け方がまちがっている。 針を正しく取り付けます。
針板の下や釜にほこりなどがたまってい
る。 針板ふたを外して釜を掃除します。

P.52

ぬっているときの
音が高い
ガタガタと音が
する

送り歯や釜にほこりがたまっている。 釜を掃除します。
上糸の通し方がまちがっている。 上糸を正しく通します。 P.24

内釜に傷がある。
内釜を交換します。
お買い上げの販売店、または「ミシン
119番」にご相談ください。

－

本機専用のボビンを使用していない。
金属製のボビンでは正しく動作しません。
本機専用プラスチックボビンを使用して
ください。

P.22

模様がきれいにぬ
えない

模様に合った押えを使用していない。 模様に合った押えを取り付けます。 P.70
糸調子が合っていない。 糸調子を調節します。 P.41

糸がからまって、釜などに詰まっている。 からんだ糸を取り除きます。釜に詰まっ
ていた場合は、掃除します。 P.72

布地を送らない

ぬい目が細かすぎる。 ぬい目の長さを長くします。 P.42
模様に合った押えを使用していない。 模様に合った押えを取り付けます。 P.70
針が曲がっている。針先がつぶれている。 新しい針に交換します。 P.30

糸がからまって、釜などに詰まっている。 からんだ糸を取り除きます。釜に詰まっ
ていた場合は、掃除します。 P.52

手もとランプが点
灯しない ランプが切れた。 お買い上げの販売店、または「ミシン

119番」にご相談ください。 －
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電子音について

ミシンが正しく準備できていない状態でまちがった操
作をしたときなどに、電子音でお知らせします。

■■ 電子音
正しい操作をしたとき●●
「ピッ」と鳴ります。

まちがった操作をしたとき●●
「ピッピッ」または「ピッピッピッピッ」と鳴ります。

糸がからむなど、ミシンがロックしたとき●●
「ピッピッピッ・・・」と4秒間鳴り続けます。ミシン
は自動的に止まり、4秒経過すると操作可能な状
態に戻ります。
必ず原因を確認して改善した上で、再開してく
ださい。

上ふたが外れたとき

本体上のふたが外れたときは、以下の手順で取り付
けます。

上ふたを水平に持ちます。1	

.

上ふたを上から押して、本体に取り付け2	
ます。
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仕様

本体仕様

項目 仕様

本体寸法 幅435mm×高さ287mm×奥行201mm

ケースセット寸法 幅468mm×高さ306mm×奥行225mm

製品質量 7.5kg（ケース付き：9kg）

ぬい速度 毎分70～850針

使用ミシン針 家庭用ミシン針HA×1

ランプ 白色LEDランプ

搭載模様数

定格電圧／消費電力

12種類

100V／45W　50／60Hz



79

付
録

仕
様
／
索
引

索引
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セ
前面......................................................................................... 11

ソ
操作スイッチ.................................................................. 11, 13
掃除......................................................................................... 72
速度......................................................................................... 37
側面......................................................................................... 12
そで付け................................................................................. 66

タ
たち目かがり........................................................................... 50
試しぬい.................................................................................. 44

チ
直線ぬい................................................................................. 52

ツ
つき合わせ.............................................................................. 58
筒もの..................................................................................... 67
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付録

テ
電源......................................................................................... 16
電源コード.................................................................9, 12, 17
電源コンセント........................................................................ 17
電源スイッチ.................................................................. 12, 17
電源プラグ.............................................................................. 17
電子音..................................................................................... 76
点線ジグザグ................................................................. 50, 62
添付品........................................................................................9

ト
止めぬい........................................................................ 39, 46
止めネジ.................................................................................. 30
ドライバー......................................................................... 9, 30
トラブル................................................................................... 74

ナ
長さ......................................................................................... 42

ヌ
ぬいしろの始末....................................................................... 50
ぬいしろの幅をそろえる........................................................ 45
ぬい目の長さ調節レバー.............................................. 14, 42
ぬい目の長さマニュアルスイッチ................................ 14, 42
布地のセット............................................................................ 36

ノ
伸びる布地..................................................................... 45, 62

ハ
ハードケース..............................................................................9
背面......................................................................................... 12
パッチワーク.................................................................. 64, 65
幅............................................................................................. 42
早見表........................................................................................9
針............................................................................................. 28
針板................................................................................ 12, 45
針板ふた................................................................12, 22, 72
針位置..................................................................................... 42
はり上/下スイッチ.................................................................. 13
針停止位置............................................................................. 71
針の交換................................................................................. 30
針棒糸かけ.................................................................... 12, 26
ハンドル................................................................................... 12

ヒ
表示パネル.................................................................... 11, 14

フ
プーリー......................................................................... 12, 36
ファスナー付け....................................................................... 58
付属品........................................................................................9
フットコントローラー..................................................... 37, 81
フットコントローラージャック................................................. 12
フリーアーム........................................................................... 67
振り幅...................................................................................... 42

ヘ
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ホ
方向を変える.......................................................................... 44
保証書........................................................................................9
補助テーブル.......................................................................... 11
細巻き............................................................................ 19, 25
ボタン穴かがり....................................................................... 55
ボタン穴かがり押え....................................................... 10, 55
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ほつれ止め.............................................................................. 50
ボビン............................................................................. 10, 18

マ
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モ
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模様別設定値......................................................................... 43
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別売オプション
オプション品として、以下の製品を用意しています。

■■ フットコントローラー
ミシンを足で操作するときに使用します。
（モデル名：FC31091）

■■ ウォーキングフット
ビニールや皮など、ぬいにくい布地をぬうときに使用します。
（モデル名：F033）

お知らせ

オプション品・部品については、お買い上げの販売店、または「ミシン119番」にお問い合わせください。●●



修理を依頼するときや部品を購入するときは、お買い上げの販売店、または「お客様相談室（ミ
シン119番）」にお問い合わせください。

■ 保証書について
● ご購入の際、保証書にお買い上げ日、販売店名などが記入してあるかご確認の上、販売
店で受け取ってください。保証書の内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。

● 当社はこのミシンの補修用性能部品を、製造打ち切り後最低８年間保有しています。性能
部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

● 修理については、お買い上げの販売店、または下記の「お客様相談室（ミシン119番）」に
ご相談ください。

■ お客様相談室（ミシン119番）050-3786-1134
本製品の使い方やアフターサービスについてご不明の場合は
お買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン119番）」までお問い合わせください。

〒467-8577　愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1

お客様相談室（ミシン119番） Tel：050-3786-1134
Fax：052-824-3031

受付時間: 月曜日～金曜日　9：00 ～17：30
休業日: 土曜日、日曜日、祝日およびブラザー販売株式会社の休日

● お客様相談室（ミシン119番）は、ブラザー販売株式会社が運営しています。
● 機能および操作方法が機種によって異なるため、お問い合わせの際に「機種名」と「機
械番号」をご連絡いただきますと、スムーズにお答えすることができます。

● ミシン背面の定格ハリマーク（銀色シール）の下記部分をご確認ください。

● ブラザー製品についてのご意見、ご要望は、お買い上げの販売店、または上記「お客様
相談室（ミシン119番）」にご連絡ください。

● 上記の電話番号、住所および受付時間は、都合により変更する場合がありますので、ご了
承ください。

■ ホームページ
ブラザーのホームページでは、製品に関する様々な情報を掲載しております。
http://www.brother.co.jp/

ブラザーソリューションセンターでは、製品に関するサポート情報を掲載しております。
http://solutions.brother.co.jp/

機種名

機械番号

愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1　〒467-8561
114-308

   Printed in China

XC6867-1216


